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概要：広域な北海道では学校の統廃合が進み，適正な学校規模の維持に課題があり，近隣市町村と連

携した ICTによる教育の充実が求められている。北海道は，昨年度から文部科学省による「ICT を活用

した教育推進自治体応援事業」に採択され，ICT 活用教育プロジェクトチームと千歳科学技術大学，各

教育委員会，各中学校，ICT 利活用広域連携推進会議が連携して，中学校理科を中心にモデルカリキュ

ラムの検討及び評価を行い，道内に普及を図る取組を行っている。本発表では，北海道における教育の

情報化の取組と、事業の中間報告として，実践報告や進捗状況について述べる。  
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1. 北海道における教育の情報化の取組 

1.1 北海道の状況と構想  

北海道では，人口減少や少子化に伴い，将来

的に児童生徒数を維持することが困難となる学

校が増加し，子どもたちの学び合いや社会性の

育成など，教育の質の維持向上が課題となって

いる。地域の教育水準を維持するため，ICT の

活用によって，各種教育資源を地域間で相互利

用する取組など，広域性を有する北海道の特性

に応じた教育スタイルを確立することに大きな

意味がある。さらに，子どもたちに必要な資質

や能力を身に付けさせるために，学校全体がチ

ームとして課題解決に取り組めるよう，ICT を

活用し，チームとしての学校経営力を高めるこ

とや，広域分散型の北海道の特性を踏まえ，時

間や空間にとらわれないという ICT の特性を活

かし，小規模校の直面する課題に対応すること

も重要と考えている。 

また，北海道は，本年度より教育の情報化を

推進する組織を立ち上げ，全国的な状況や、こ

れまでの道内における取組などを踏まえ，北海

道における教育の情報化に係る指針を作成する

など，ICT 活用教育の一層の充実に取り組んで

いるところである。 

1.2 北海道の ICT整備状況と取組 

 北海道は 14 の行政区と札幌市に行政区分さ

れている。各行政区，さらに 179 市町村の ICT

機器の整備状況は大きく異なっている。(図 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 各行政区の実物投影機の整備割合 

 また，ICT 活用チェックリストに基づいた，



ICT の活用に関する調査結果からは，教職員の

ICT 活用に対する意識について地域差も見られ

る。このような状況を踏まえ，北海道では遠隔

授業システムの活用や ICTを効果的に活用した

授業改善に向け，小中学校，高等学校，特別支

援学校への支援や教職員研修に取り組んでいる。

(図 2，3) 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 遠隔授業システムによる支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ICT活用による授業改善の支援 

 また，北海道の教育の情報化推進指針（仮）

の策定に取り組むなど，ICT 活用教育の一層の

充実を図っているところである。 

2. ICTを活用した教育推進自治体応援事業 

2.1 事業のねらいと概要 

 北海道は昨年度から 3 カ年の計画で「ICT

活用教育促進事業」を実施している。北海道

の人口減少や少子化に伴う教育の質の維持向

上に向け，「実践指定校」を中心に調査研究し，

全道に普及することを通して，ICT の導入を

推進し，教育の質の向上を図ることを目的と

している。 

また，文部科学省による「ICT を活用した

教育推進自治体応援事業」の採択を受け，岩

見沢市立豊中学校，千歳市立勇舞中学校を実

証校として，中学校理科のモデルカリキュラ

ムを作成しているところである。事業の推進

のために，道教委で設置している「ICT 活用

教育プロジェクト・チーム」が千歳科学技術

大学，各教育委員会，各中学校，ICT利活用広

域連携推進連絡会議（本事業関係機関・団体

で構成）と緊密に連携して取組を具体的に進

めるとともに，モデルカリキュラムの検討及

び評価を行っている。 

2.2 学習規律の徹底と基礎・基本の確実な定着 

 千歳市は，小中学校すべての学級に電子黒板，

実物投影機，指導者用デジタル教科書の提示型

ICT の整備をしている。日常的に ICT を活用し

て，わかりやすく，効率的に学習し，基礎・基

本を確実に習得させて活用する時間を確保する

ことが重要と考え，市全体での教職員研修や校

内研修で学習指導と学習環境の充実に努めてい

るところである。また，生徒の学習規律・学習

習慣の徹底にも取り組んでいる。具体的には，

あいさつ，整理整頓や授業の約束ごとの他に，

ノーチャイム，ノー放送，授業開始 3分前の学

習など，積極的に生徒の生活習慣や学習習慣を

徹底している。その上で，ICT の有効活用も含

め，授業改善に取り組んできた。 

2.3モデルカリキュラムの作成と実践 

中学校理科の年間指導計画に ICT活用を位置

づけ、活用するデジタル教材の改良・整備する

とともに，昨年度は 1,2学年，本年度は 2，3学

年で、カリキュラムに基づく実践を行っている

ところである。 

図 4，5は中学 3 年化学分野「電池」の学習で

ある。既習事項であるイオンの基本的な知識や

電解質水溶液の電気分解の実験技能、考察の手

立てを用いて，電池の仕組みとイオンの関係に

ついて実験を通してグループで考察している。 

 

 

 

 

 

図 4実験のようす 図 5 授業支援ソフトによる全体発表 



 実験データや考察はノートづくりとともに，

他のグループと発表・交流するためにタブレッ

トにまとめることとしている。まとめた結果や

考察は授業支援ソフトを用いて発表し，質疑や

他のグループの発表の新たな気付きはノートに

追記するよう学習活動を展開している。タブレ

ットに記入した結果は保存され，教師が容易に

引き出して評価することができる。 

 図 6，7は，遺伝の法則性の学習について，ト

ウモロコシの黄と白の種子の数を表計算ソフト

でデータ処理して規則性を確かめた発展的な学

習である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6,7 遺伝の学習を活用した課題追究 

2.4 実践から見えた課題 

 本校では，昨年度 1 学年，本年度 3学年にお

いて実践検証に取り組んでいる。前述したよう

に，実験観察をもとに授業支援ソフトによる交

流や学び合いの学習展開では，経験を重ねるご

とにグループ内での学びがスムーズに展開され

ている。一方で、情報活用能力を発達段階に応

じてどのように身に付けさせるかが課題である。 

 また，遺伝の規則性の学習においては，表計 

算ソフトを用いてデータ処理を行ったが，ソフ 

トの使い方に習熟しておらず，本実践の中でソ

フト使用方法も含め学習することとなった。 

 本校では，理科の学習だけでなく，各教科，

特別活動や総合的な学習など多くの場面で ICT

活用を積極的に進めているが，どの領域で，ど

の時期に，どのような力を付けるのかを学校全

体で目標を立てて構造化する必要があり，具体

的な取組に着手しているところである。 

3. カリキュラム集の作成 

3.1 過去の実践と連携の課題 

千歳市は千歳科学技術大学が所有する e-

learning 教材，デジタル教材を有効に活用し，

学校教育・家庭教育の質の向上を図る取り組み

を行ってきた。e-learningや，タブレットを用

いた学習と生徒の成績の推移の検証から一定の

学習効果が確認できた(※1) 。また，e-learning

素材をはじめとする電子黒板コンテンツや，開

発したタブレットアプリケーションによる授業

実践から，生徒の学習意欲や理解度を高める効

果を確認した(※2) 。一方で，コンテンツだけ

でなく，指導案や生徒の活動などのメタデータ

を共有することが課題であった。 

3.2 カリキュラム集の活用 

「ICT 教育実践データ管理システム」は，コ

ンテンツ検索や授業イメージの共有の課題を改

善した，実践データを管理共有するシステムで

ある。散在していたデータをまとめるとともに，

入力者，検索者ともに活用しやすい設計となっ

ている。本時案，活用場面，コンテンツや画像

がパッケージ化されている(※3) 。 

現在，ICT を活用した教育推進自治体応援事

業での実践を本システムに入力・保存し，道内

の各自治体間での共有に向けた取組を進めてい

る。図 8 は，1 学年地学分野の火山の学習の実

践データ画面である。本時案や授業を記録した

画像を見たり，本時で活用したコンテンツをダ

ウンロードして検索者も活用することができる。

(図 9) 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 保存された実践例(指導案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 指導案に添付されたコンテンツ 

4. 現状の進捗と今後の展望 

 北海道教育委員会，ICT 利活用広域連携推進

連絡会議は，各自治体や関係企業と連携・協力

して，研修会を計画的に実施している。実証校

である岩見沢市立豊中学校，千歳市立勇舞中学

校においては，ICT の効果的な活用を校内研究

の柱のひとつに据えて研究を進め，情報発信に

努めている。また，モデルカリキュラムの実践

検証と並行して，他地域への普及を目指してカ

リキュラム集の作成に取り組んでいるところで

ある。 

今後は，中学校理科の実践を基盤に， ICT教

育実践データ管理システムを活用したモデルカ

リキュラムの他の校種・教科への展開を目指す。  

北海道の地方では，過疎化とともに学校の統

廃合が進んでいる。小規模の学校が多く，約 4

割はへき地指定校であり，2 割以上が複式学級

の学校である。教師が互いの実践を交流したり，

若い教師が先輩教師に相談したり，指導を受け

る場面も難しくなっている。特に中学校では，

同教科の教師が同じ学校におらず，隣の学校と

は遠く離れ，教師間の学びが困難であることも

多い。モデルカリキュラムの作成や，ノウハウ

の共有，ICT 活用の輪を広げることは授業の質

を高めるだけでなく，教師間の連携を生む。広

域な北海道だからこそ，ICT を活用した連携に

意義がある。 

5. 終わりに 

本実践に対して北海道教育委員会をはじめ，

各自治体の関係者，連携する教職員には日ごろ

より北海道の ICT教育の推進にご尽力いただい

ていることに感謝したい。また，NTT東日本，調

和技研をはじめ多くの企業，関係者にご支援，

をいただいていることに心より感謝する。さら

に，ICT 活用の検証やシステム開発に日々研究

にあたっている千歳科学技術大学 小松川研究

室の多くの学生・卒業生に深く感謝したい。 
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